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インターバンクの声 （2014 年 7 月 4 日） 
 

この数字でもドル円相場は３５銭程しか上がりません。前日の ADP雇用統

計よりさらに市場予想を上回る結果となった米雇用統計でしたが、ドル円相

場は指標発表前の１０１円９０銭台から一気に１０２円に乗せたものの、直

ぐに息切れして１０２円２０銭前後に留まったままニューヨーク市場を終え

てしまいました。 

最近の米雇用統計発表後は、非農業部門雇用者数の数字が良くドル買いと

なっても、その後すぐにドルが反落する傾向にあったことや２００日移動平

均線にとって代わる１０２円２０銭前後にある９０日移動平均線の話題が広

がったことが上値を重くしたようです。もっとも一番の理由は、米独立記念

日に始まる３連休を前にニューヨーク勢が早々に休み気分に突入してしまっ

たことにあるようですが、もう一つの大きなイベントだった欧州中央銀行

（ECB）の理事会も、ユーロ相場を揺るがすようなこともなく済んだことも影

響したようです。昨夜の米雇用統計結果であれば、いくら何でも５０～６０

銭程度のドル買い反応があっても良さそうなものだと思いましたが、市場は

ドルが一回ドスンと下落する局面でも期待しているのでしょうか。 

今日はさすがに動かない一日となりそうですが、週末に来週以降の相場展

望を見直す必要があるようです。 
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